




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































最近のこと，高宗3) の丙子の年 (1876) に朝鮮に来た清の使節を勤政殿
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で接見したときも，まずは茶礼を行ったことが，当時の宮中日記である日
省録に見える。
予曰皇華遠辱。遐陬動色。願行茶礼。略表微忱矣。勅使曰敢不拝嘉茶。
予曰通官以下 賜茶何如。勅使曰敬依。……
(予曰く,「皇華は遠きを 辱
かたじけな
く，遐陬に色を動かす。願はくは，微忱
を略表せん」と。勅使曰く,「敢えて嘉茶を拝せず」と。予曰く,「通官以
下，茶を賜はらんは如何」と。勅使曰く,「敬ひて依
したがは
ん」……)
ここの「予」は高宗の自称であって，勅使は清からの使節を指している。
そうすると，茶礼というのは生者の略礼としての飲食についても使用され
たことばであることがわかる。しかしながら，今日においては事実上は死
者に限ってだけ用いられることばとなった。
茶礼の他に「茶啖
タ ダ ム
床
サン
」という用語がある｡「茶啖」は「茶礼」とは正反
対に盛饌を意味していて，地方の役所で監司や使臣に供する最上の盛饌の
ことをいう。
「茶啖」もその初めは茶礼とともに略礼の名称であったものが，このよ
うに反対の意味を持つようになったのかも知れない。時代がまったく変わっ
てしまって，今日では「茶啖床」はほとんどなくなってしまったが，その
ことばだけはそのまま残っている。
茶啖のついでにいえば，甲午の年 (1894) 以前には「茶時」ということ
があった｡「茶時」がなにかといえば，司憲府の官員たちが毎日一回，登
庁会座することを「茶時」と称したのである。司憲府の官員というのは今
日の検事のような任務をもった官憲であるが，一日に一度の点心の時間の
ようなとき，会座合議する慣例があったと推察される。多い上にも多い名
称に，どうして茶時といったのか。これはおそらく飲茶の風が盛行した高
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麗以来の遺俗ではなかろうか。飲茶が廃止された李朝に入っても，依然と
してその会談とともに用語だけは伝わって残ったのではなかろうか。
茶時は司憲府の特殊用語であるのに対して，特殊用語ではないが，宮中
での進宴時に「茶亭
タチョン
」というものがあった。茶亭というのは茶亭子
タチョンチャ
の略称
として，すなわち茶器などを置く卓子のことであるが，どのような進宴図
を見てもかならず茶亭は酒亭
スチョン
とともに置かれている。これは古来一定の儀
式であって，最近の光武年間 (1897～1906) に至るまで少しも変わること
なく，そのままに続けられて来た。
ある歴史家の研究によれば，高麗のときの八関会の儀式が李朝の進宴式
として残ったのだという。八関会において茶がその重要な一部を占めてい
たので，すると，茶亭の由来もまたはなはだ長いものと見られる。
茶の用語を遡って考えるとき，茶と薬とを並べて挙げて，しばしば茶薬
と称する場合もあり，また茶と酒とを並べ挙げて茶酒と称する例もある。
この二つの用語のあいだにはっきりした時代的区分があるというわけで
はないが，ある意味において，飲茶の風が僧侶界から凡俗界へと移っていっ
た消息を伝えていると見ることもできる。
しかし，茶は一歩を踏み出して，菓子や煙草と並称して,「茶菓
た ク ワ
」とも
「茶
タ
草
ジョ
」とも称するのだが，しかし，大衆化する前にいちはやく廃れてし
まった。大衆が味わうことのない茶がどうして産業化されることがあろう
か。朝鮮文化におよぼした茶の功績がほぼ芸術に限られ，産業にまで進展
しなかったのは，主にこのためである。
茶のもとの語は中国語のチョであり，日本語のチャ，英語のティ，朝鮮
語のチャと多少の転変があっても。すべて原語のチョから出ている。茶は
チャと呼ぶことができるはずであるが，どうしてタと称するのか｡『杜詩
諺解』や『訓蒙字会』でもチャとしているのに，どの時代にどんな理由で
チャをタと呼ぶようになったのかわからない。
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梵語に茶を「閼伽」とするが，漢語のチョとは異なる。インド茶は中国
茶が移植されたものだとする説があるが，語源が違うことから推察すると，
両者は別系統のものとするのが正しいようである。
そして，茶の名称に大小があるが，文宗のときの『高麗史』に現れる茶
の中には大茶というものが見える。この大茶について，ある学者は大国茶，
すなわち中国の茶だと解釈している。
しかし，文宗4) の第四子である大覚国師5) の文集を見ると，宋の僧の弁
真が同国師に送った礼物の中に小茶一百斤が記されている。これで推察す
ると，先の大茶は大国茶を意味しているのではなく，当時の宋国にはすで
に大茶と小茶の名称があった模様である。ただ，この大茶・小茶に関する
研究は以後の機会に譲ることにして，この私の「茶の故事」はあまりに散
漫にわたるのではないかと恐れて筆を置くこととする。妄りな発想や錯誤
が多いのではないかとみずから羞じる次第である。
1) 丙子の胡乱：1636年に勃発した清の第二次朝鮮侵略。丙子の年に始まって
翌年の丁丑の年まで続いたので丙丁虜乱ともいう。1627年の丁卯胡乱の後，
朝鮮と後金 (後の清) とは兄弟国の盟を結んだが，後金は明を討つために軍
糧・兵船などさまざまな要求を朝鮮につきつけた。内蒙古を平定したホンタ
イジは清国の皇帝太宗を名のり，朝鮮王に臣下の礼を取るよう強要，仁祖が
これを拒否したため，1936年12月，十万の兵を率いて朝鮮に侵攻した。朝鮮
の王族は江華島に避難，仁祖自身は退路を絶たれて南漢山城に逃げたものの，
翌年の１月には投降して，漢江岸の三田渡の投降壇において太宗に臣従を誓
わされた。
2) 昭顕世子：1612～1645。仁祖の嫡男の李。仁烈王后韓氏の所生。1625年，
世子に冊封，1627年の丁卯胡乱，1636年の丙子胡乱を経て，昭顕世子は鳳林
大君 (後の孝宗) とともに清の瀋陽に人質として行った。蒙古語をならって
西域遠征に出陣したりもした。アダム・シャールの下でキリスト教にも触れ，
帰国がかなったとき，天文・科学の西洋の文物およびキリスト像などももた
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らしたが，二カ月で病死して，文物も焼失してしまった。昭顕世子は鳳林大
君の瀋陽滞在中のことは『瀋陽日記』に克明に記録されている。
3) 高宗：1852～1919。朝鮮26代の王・李。在位1863～1907。英祖の玄孫の
興聖大院君の二男。妃は閔致禄の娘。哲宗に子どもがいずに宮廷内の様ざま
な思惑から12歳で即位し，その父の大院君が摂政として政治を掌握した。成
人して親政を始めたが，今度は妃の閔氏一族が台頭して力を握り，日本と清
の圧力とそれへの対応を巡って宮廷内の抗争が繰り返され，壬午軍乱や甲申
政変などが相次いだ。日清戦争後の1895年には閔妃が日本人によって殺され，
ロシア公使館に避難した。1897年には王宮に戻って大韓帝国と改め，皇帝を
称した。日露戦争後，朝鮮は実質的に日本の植民地となり，1907年にはハー
グの平和会議に使者を送ってその不当を訴え，日本によって退位させられた。
日韓併合の後は徳寿宮李大王と称され，日本の皇族としての待遇を受けたが，
その死去は日本人による毒殺と噂され，その葬儀の日をきっかけに３･１独
立運動が起こった。
4) 文宗：1019～1083。高麗11代の王の王徽。在位1046～1083。高麗の国家と
しての制度が完備して安定し，高麗文化の華が咲き開いた時期の王。1076年
には田柴科を改訂して両班と軍人らの禄俸制度を整えた。
5) 大覚国師：1055～1101。字は義天。高麗の文宗の第四子。11歳で僧となり，
華厳教理を学びながら，しだいに天台教理に関心をもつようになり，1085年
には宋にわたって華厳と天台の両宗を学んだ。多数の経典をもち帰って，開
城近郊の興王寺に住持した。一時，海印寺に隠退したが，晩年にはふたたび
興王寺にもどり，新設の国清寺を兼任して，高麗天台宗を確立した。
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